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＜始まりは三里浜＞ 

入省後初めて担当した現場が、福井県三里浜海岸の地下水人工涵養試験。冬の冷たい河川水を砂

丘地に涵養し、夏にくみ上げてハウスの冷房に使用するもので、現場に足繁く通い、涵養した地下

水の移動と熱エネルギーの変化を記録しました。徒弟制度のように電気探査や地下水観測のやり方

を教えてくれた当時の上司には感謝が絶えません。 

＜転機の宮古島＞ 

 その後は東北農政局を経て、国土庁では離島振興施策の担当になるなど、専門分野も定まってい

なかったのですが、1997 年から沖縄県の宮古島にある地下ダム事業所に配属され、地下水開発の

最前線で 4 年間を過ごしました。思えばこの時、自分の方向性が決まったのかも知れません。仕事

以外にも、マラソンやゴルフなどを共に楽しむ仲間に恵まれました。 

＜地下水の研究者に＞ 

 宮古島の地下ダム事業が完了した後は農村工学研究所

に配属となり、研究者としての途を歩むことに。自分の

経験を生かして地下ダムの環境影響評価を題材にしまし

たが、幸いにも大規模地下ダムの施工は宮古島が世界で

初めてだったので、研究の新規性について苦労すること

はありませんでした。地下ダムの水質についての研究は

自分のライフワークのようになり、今でも定期的に調査

に出かけています。学位取得後は 2 年間の企画勤めを経

て研究室に戻り、国営かんがい事業の水源として検討さ

れ始めていた淡水レンズを研究の題材としましたが、こ

れも日本では研究例が少ない分野だったので、沖縄時代

の人脈で海外調査に声をかけてもらうなど、様々な人た

ちと研究を進めることができました。 

石田聡（ISHIDA, Satoshi） 

研究者の横顔 

地下水揚水装置の現地試験中（宮城県） 

マーシャル諸島共和国ローラ島（2009
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＜東日本大震災＞ 

 自分が所属していた研究室は昔から放射性物質を扱っ

ており、放射線取扱主任者の資格を取ることを求められ

ます。震災当時、農工研内の研究者の中では、放射性物

質を対象とした研究の経験があったため、原発事故対策

の研究要員に。2012 年から 2015 年までは農地除染

の研究責任者として、除染技術や放射線測定技術の開発

が主な研究課題となりました。その後は除染事業の進捗

とともに、研究対象が放射性物質対策から、津波によっ

て塩水化した地下水へと移っていき、現在に至っていま

す。 

 

＜ちょっとだけ横顔＞ 

最初の現場三里浜で栽培していたのがイチゴとトルコギキョウでした。当時は夜冷育苗の意味も

良く分かっていませんでしたが、この 2 品種には愛着があり、今では毎年、イチゴは庭でトンネル

栽培、トルコギキョウは種からの長期育苗を経て花壇を彩っています。また、今では指す機会がめ

っきり少なくなりましたが、学生時代は将棋に傾倒していました。少ない戦力で勝利を得るには、

駒の効率を最大限に高めることが肝要で、研究チームに準えると、スタッフの余計な負担は極力減

らし、活躍してもらうのが吉と、つらつら思う今日この頃です。 

除染技術実証試験（福島県） 
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